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戦争法廃止へ
2000万署名

戦争法案の反対の共同行動を組んできた総がかり実

行委員会は１０月２９日戦争法の廃止を求めて統一

署名に取り組むことを発表しました。この実行委員会

の他、反原発運動の団体やSEALDSなど29の団体が

共同で呼びかける請願署名です。①戦争法である「平

和安全保障関連法」のすみやかな廃止②立憲主義の原

則を堅持し憲法９条を守り、生かすことを求めるもの

です。署名用紙も完成、ネットでも配信されます。

毎月１９日は強行採決された日にちなんで共同で行

動しようという計画です。大いに広げましょう。

安倍政権はますます高まる戦争法反対の世論に怯

えながら９月１９日未明に参議院でも強行採決しま

した。混乱する議場の中で議事録には「聴取不能」

としか書かれていないような状況の中で「可決」し

たとしています。そして議事録も改ざんして「可決」

と書き込むという無法ぶりです。

１０月１５日九条の会（全国）の交流会が開かれ

流山からも世話人が参加しました。強行採決後の運

動をどう作るかという会です。

事務局からは渡辺治氏が改めて９条の会の果たし

てきた役割を年表風にまとめて総括を示し、改憲反

対の運動の節々でアピールを出し、行動を呼びかけ

るなど大きな役割を果たすことができたことを確認

し合いました。各地域や様々な分野からの活動が報

告され、参加した皆さんは強行可決に気落ちするど

ころか、廃止に向けて闘おうと意気盛んでした。こ

の場で九条の会も独自の署名でなく「総がかり実行

委員会」の提起している２０００万署名を共同して

進めようという方向が示されました。

防衛装備庁ってなんだ？
先に武器輸出三原則（原則禁止）を「防衛装備移

転三原則」と改め、輸出促進に大転換した安倍内閣

は防衛省に1800人の「防衛装備庁」を作り、武器

輸出や共同開発を一手に扱うという。２兆円にもの

ぼる巨大なマーケットを握ることになる。霞が関で

はなく市ヶ谷に置かれるが、かつて防衛施設庁は三

菱重工やNECなどと何度も汚職や談合を繰り返して

きた。それにもかかわらず相変わらず前科のある大

企業に発注し続けている。それはこれらの企業を外

すと受注できる能力を持つ企業がほとんどない独占・

寡占状態だからだ。専門性が高いがゆえに役人が企

業側の見積もりなどの誤魔化しを見抜く能力もない

といわれる。そこへもってきて天下りなども含めた

癒着構造が出来上がる。ますますその額が肥大化す

るために危険性は高まる。

武器輸出には様々な危険が伴う。その危険を政府

がカバーして保険をかけるという。税金で死の商人

の尻ぬぐい！ 武器輸出の危険といえばその武器が

輸送の途中で奪われてテロリストの手に渡るとか、

輸出した武器がとんでもないところに転売されるな

どの危険があり、現実に大問題になっているのに安

倍内閣の心配はそこにはなく、兵器会社の損害が先

にくるということなのだろうか。

お詫びと訂正

９月の本紙に、自衛隊の「かが」を２隻目の空母という記事

を載せましたが。すでに｢いせ｣｢ひゅうが｣｢いずも｣があり、

空母は４隻目です。もちろん政府は空母とは名乗らず、ヘリ

搭載護衛艦と称していますが、巨大な船体は立派な空母。

現在の自衛隊員は災害救助などの姿に感動して、

役に立ちたいと思った若者も多いはず。まさかほん

とに派兵されて戦闘に加わるとは思いもせず。しか

しそれは現実となった。中谷防衛大臣などが危険は

高まることはないなどとあまりに見え透いた嘘を重

ねたため、いっそう危険性を感じた国民は多い。

現実に自衛隊の志願者は昨年に比べて２割減少、

最高時に比べ半減という。防衛大学校の卒業生も自

衛隊に任官しない者は昨年は10名だったが今年は2

5名が任官拒否。志願が減れば戦争法案の審議の中で

も再三問題になった徴兵制の危険が浮上する。



１１月９日(月)「おおたかの森駅」 １５:３０～

１１月19日(木)南流山駅 １６:００

総がかり行動実行委員会の呼びかけに応えて

（11月17日16：00流山連絡会がおおたかの森駅で）
☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺
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辺野古に新米軍基地
あらゆる手段で阻止 と
翁長雄志県知事

沖縄県の普天間基地の移転という名目で政府が進め

る辺野古の新米軍基地建設。

政府は仲井真前知事から許可を得ているとして工

事を強行してきていますが、翁長知事は建設許可に

瑕疵があるとして許可を取り消しました。しかしそ

れをなんと防衛大臣が同じ仲間内の国交大臣に不服

審査請求をするという猿芝居。

もともとその制度は一般の私人が訴えるための救

済制度であって、これを政府が使うなどというのは

論外です。

翁長知事はあらゆる手段を使って阻止すると意欲

を示しており、県知事の権限で｢岩礁破砕許可の取

り消し」、｢県外からの土砂の搬入規制｣等をする予

定であり、同様に名護市の稲嶺市長も建設地の近く

の海岸の使用を許可しないとか、工事用のトラック

の市道通行を不許可にす

るなどで対抗しようとし

ています。こうした国と

自治体が真っ向から対立

する事態はまさに異例。

違法行為の積み重ね 補助金の流用
地元の稲嶺市長が基地に反対しているため、政府

は「米軍移転再編交付金」を不当にも支給停止、そ

の一部は建設を認めた漁協にわたり、反対運動の監

視に使われているという。それ自体が全く不当だが、

今回政府は受け入れ派の3つの区に補助金を渡そう

としている。区というのは行政組織でもなく、権限

もない、いわば町内会のようなものだという。県や

市という住民から選ばれたれっきとした自治体行政

組織を飛び越えて、政府に従順な私的な組織に税金

を支給するなど本来ありえない話だ。稲嶺市長は地

方自治の否定だと強く反発している。

日本国憲法はこうした行為を禁じるために「地方

自治」のために一章を設け、次のように定めている。

第95条 一の地方公共団体のみに適用される特別

法は、法律の定めるところにより、その地方公共団

体の住民の投票においてその過半数の同意を得なけ

れば、国会は、これを制定することができない。

つまり「国権の最高機関」とされている国会でさ

え、地方公共団体の住民の意向に反して特別な役割

を負わせることはできないとしているのだ。差別し

て勝手に扱ってはならないとしているのだ。まして

や法律さえも無視して税金を安倍晋三の懐金のよう

にばらまいて懐柔することは断じて許されない。

<ご紹介>

わたしたちは、忘れない。

人びとの声に耳をふさぎ、まともに答弁もせず法案を通した

首相の厚顔を。

戦争に行きたくないと叫ぶ若者を「利己的」と罵った議員の

無恥を。

強行採決も連休を過ぎれば忘れると言い放った官房長官の傲

慢を。

わたしたちは、忘れない。

マスコミを懲らしめる、と恫喝した議員の思い上がりを。

権力に媚び、おもねるだけの報道人と言論人の醜さを。

居眠りに耽る議員たちの弛緩を。

わたしたちは、忘れない。

声を上げた若者たちの美しさを。

街頭に立ったお年寄りたちの威厳を。

内部からの告発に踏み切った人びとの勇気を。

わたしたちは、忘れない。

戦争の体験者が学生のデモに加わっていた姿を。

路上で、職場で、田んぼで、プラカードを掲げた人びとの決

意を。

聞き届けられない声を、それでも上げつづけてきた人びとの

苦しく切ない歴史を。

きょうは、はじまりの日。

憲法を貶めた法律を葬り去る作業のはじまり。

賛成票を投じたツケを議員たちが苦々しく噛みしめる日々の

はじまり。

人の生命を軽んじ、人の尊厳を踏みにじる独裁政治の終わり

のはじまり。

自由と平和への願いをさらに深く、さらに広く共有するため

の、あらゆる試みのはじまり。

わたしたちは、忘れない、あきらめない、屈しない。

自由と平和のための京大有志の会

「安保法制」、言論への威圧発言、大学への君が代、日の丸の強制、

等、この間の安倍政権による平和の破壊、学問の愚弄、憲法の蹂躙

を止めさせ、新時代の自由と平和を創造するために、このたび「自

由と平和のための京大有志の会」を結成しました。学生、職員、教

員たちで、勉強会や集会を通じて言葉を紡ぎ、京都から発信してい

きたいと思います。


